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　病や障害、健康上の不調などがどのように語られ、定義づ
けられ、経験されるのか、またそのことによって生み出され
る患者側の知とはどういったものか、ということについて人
類学的観点から研究しており、これまでは特に日本における
発達障害を中心的テーマとしてきました。現在扱っているテ
ーマは：（１）障害のある学校教員のライフストーリー研究、
（２）発達障害の臨床にかかわる医師が経験する不確実性に関
する研究、（３）成人発達障害者を対象としたコミュニケーシ

ョンスキルの向上を目指す療育・ワークショップ等に関する
研究、（４）対話を通してマイノリティへの差別や偏見を減ら
していくことを目的とした、「ヒューマンライブラリー」（人
を貸し出す図書館）という催しに関する研究、などです。　
　研究指導においては特にテーマに制限を設けていませんが、
特定の集団や場に集う人々を対象とし、そこの人々の生活や
考え方、価値観などを明らかにする、フィールドワークを調
査手法とする研究を支援しています。

　筑波大学公開講座 「じんるいがくカフェ」での講演（平成
28 年、29 年）や図書館情報メディア系社会連携事業「発達障
害児・者のためのコミュニケーションスキル講演会＆ワーク
ショップ」（平成 27 年）の主催、公開シンポジウム「『障害』
× 学校教員　－教職を多様性にひらく－」（平成 29 年）の主
催などを通して、広く社会に研究成果を発信しています。また、
高大連携出前授業を実施するほか、NPO 法人と連携しての講
演・執筆活動なども行っています。

　私たちが生活する社会の中で生み出される知識の中には、
広く一般に認知され流通するもの以外にも、マイノリティグ
ループや特定の病・障害の患者間など、狭い集団の中でのみ
共有される、いわば「オルタナティブな知」ともいえるもの
があります。長い時間をかけてそうした人々に寄り添い、語
りを丁寧に掬い上げることで、こうしたオルタナティブな知
にアプローチしていくような研究を目指すみなさんをサポー
トしたいと思います。


